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国保料4,4Z6円引き下げ実現! (11年度）
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･保育園の 児童数は611人にも(県下
柳
沢
議
員
は
、
加
入
者
の

３
１
．
７
％
も
の
世
帯
が
滞

納
し
て
い
る
実
態
を
示
し
、

来
年
度
か
ら
の
「
都
道
府
県

単
位
化
」
の
も
と
で
も
保
険

柳
沢
議
員
は
一
般
質
問
で

高
す
ぎ
て
払
い
き
れ
な
い
国

民
健
康
保
険
料
の
引
き
下
げ

を
主
張
し
ま
し
た
。

藤
沢
市
は
、
仰
年
度
の

国
保
料
を
平
均
一
人
４
，

４
２
６
円
引
き
下
げ
る
こ
と

を
報
告
。
一
人
１
万
円
に
は

届
き
ま
せ
ん
が
、
保
険
料
の

引
き
下
げ
を
粘
り
強
く
主
張

し
て
き
た
住
民
運
動
の
大
き

な
成
果
で
す
。

藤
沢
市
の
入
所
保
留
児
菫

は
、
６
１
１
人
に
も
。
昨
年

度
と
比
べ
２
０
０
人
減
っ
て

は
い
ま
す
が
県
下
最
悪
で
す
。

毎
年
保
育
園
の
増
設
は
し
て

も
増
え
続
け
る
需
要
に
追
い

つ
き
ま
せ
ん
。
土
屋
議
員
は

待
機
児
の
解
消
の
計
画
を
つ

く
り
、
安
心
し
て
預
け
ら
れ

る
認
可
保
育
園
の
増
設
を
求

め
ま
し
た
。
ま
た
、
株
式
会

社
保
育
園
の
問
題
点
も
指
摘

し
、
こ
れ
以
上
増
や
す
べ
き

で
な
い
と
を
主
張
し
ま
し
た
。蕊

就
学

金
の

局
に
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就
学
援
助
は
、
生
活
困
窮

世
帯
に
対
し
て
、
学
用
品
や

入
学
準
備
品
な
ど
学
校
生
活

安
心
し

待
機
児

国
保
の
都

払
え
る
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藤
沢
市
議
会
６
月
定
例
会
は
６
月
配
日
に
終
了
し
ま
し
た
。
国
民
健
康
保
険
料
の
引
き
下
げ
一

が
実
現
。
一
方
、
保
育
園
の
待
機
児
童
の
解
消
問
題
や
、
公
共
料
金
の
値
上
げ
な
ど
市
政
運
営
一

の
問
題
点
も
明
ら
か
に
。
４
人
の
党
議
員
団
は
議
案
・
請
願
・
陳
情
の
審
議
、
｜
般
質
間
な
ど
一

を
通
し
て
住
民
の
声
を
議
会
で
積
極
的
に
発
言
し
ま
し
た
。
６
月
議
会
の
内
容
を
報
告
し
ま
す
。
一

ら
れ
る
認
可
保
育
園
増
設
で
、

■
■

■
● 料

を
一
人
１
万
円
以
上
引
き

下
げ
る
こ
と
は
可
能
と
、
具

体
的
事
例
を
あ
げ
、
市
当
局

に
引
き
下
げ
を
迫
り
ま
し
た
。

福
祉
健
康
部
長
は
、
「
保
険

料
の
抑
制
に
努
め
る
」
と
答

に
か
か
わ
る
諸
費
用
を
援
助
す
る

制
度
で
す
。

現
状
、
制
服
や
体
操
服
、
通

学
カ
バ
ン
、
上
履
き
な
ど
入
学

準
備
に
係
る
支
給
は
入
学
進
学

後
に
な
っ
て
し
ま
い
、
負
担
に
な

る
こ
と
か
ら
入
学
前
支
給
の
実
現

を
迫
り
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
は
「
ま
ず
、
中

17年度から値上げ予定されてい

た公共料金の見直し案が一年遅れで

報告されました。（9月条例改正）

青少年会館体育会議室市民

ギャラリー、桐原野球場、大庭菫閏

管理料、太陽の家体育館の使用料、

看護学校入学金がそれぞれ110％～

150％の値上げになります。

党議員団は、「市民生活が厳しく

なっている中では値上げはやめるべ

き」と主張。「コスト」の中に人件

費も含めるなど有料の根拠にも問題

ありと指摘、公共施設は一部を除き

｢原員1撫料」を主張しました。

行
の
も
と
で
、

る
引
き
下
げ
を
主
張
！

弁
。
新
制
度
の
下
で
も
保
険

料
は
各
自
治
体
が
決
め
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
保
険
料
引
き
下
げ

を
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も

に
要
求
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
の
新
入
学
費
用
の
前
倒
し
支

給
に
つ
い
て
、
県
内
各
市
と
の
情
報

共
有
を
図
り
な
が
ら
、
課
題
の
整

理
を
し
た
う
え
で
進
め
て
い
き
た
い
」

と
答
弁
。

経
済
的
な
事
情
で
子
ど
も
の
学
び

と
成
長
が
奪
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
早
急
な
実

施
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

1ご意見。ご要望をお気軽にお寄せください】
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米軍鯵エツト機夜間飛行中止の意見書採択！
●’

ロ

！！
「
米
海
軍
空
母
艦
載
機
の
夜

間
飛
行
訓
練
に
関
す
る
陳
情
」

（
新
日
本
婦
人
の
会
藤
沢
支
部

提
出
）
が
６
月
旧
日
の
総
務
常

任
委
員
会
で
審
議
さ
れ
ま
し

た
。
陳
情
で
は
、
５
月
理
日
深

夜
扣
時
～
配
日
０
時
釦
ま
で
厚

木
基
地
で
訓
練
が
行
わ
れ
、
周

辺
住
民
の
睡
眠
を
妨
げ
る
激
し

い
爆
音
の
実
態
を
告
発
。
ま
た
、

１
９
６
３
年
に
締
結
さ
れ
た
、

「
夜
間
伯
時
か
ら
翌
朝
６
時
ま

で
は
原
則
禁
止
」
な
ど
の
日
米

間
で
の
合
意
文
書
に
違
反
し
て

い
る
と
し
て
い
ま
す
。

市
は
「
県
と
墓
地
周
辺
９
市

で
要
請
し
た
」
答
弁
。
党
議
員

団
は
「
市
長
自
ら
墓
地
へ
出
向

日
米
間
の
取
り
決
め
を
破
る
米
軍

夜
間
の
飛
行
訓
練
や
め
て
欲
し
い
！

海
抜
３
届
の
土
地

等
の
合
築
と
は
！

引
地
川
の
南
端
の
鵠
南
小

学
校
と
浜
見
保
育
園
、
よ
つ
ば

児
童
ク
ラ
ブ
の
合
築
再
整
備

基
本
構
想
案
の
検
討
が
進
ん
で

い
ま
す
。

｜
般
質
問
で
は
、
①
津
波

想
定
が
三
年
前
の
ま
ま
で
情
報

が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を

指
摘
し
、
②
‐
瞳
圃
凰
畷
畷ラ

保
護
者
の
津
１
．
拍

波
避
難
に
っ
一
で
港→

い
て
里
壽
夕

昔

調
査
と
学
校
や
／
堅士

選
択
の
睾
一
セ
垂

鍜
篭
胡
騨

壽
で
は
、
堂
築
坐

隣
接
の
鵲
洋
半
坐
除
久
信

辻堂市民センター

改築は住民合意で1
複合化での改築構想がすすめられる

、、

、聯

なかワークショップの結果、住民案が

出され､基本設計期間が延長されまし

た。その後、新たに北側の辻堂団地住

民からの「日影」問題も加わり更なる

合意が必要です。党議員団は、「改築」
は住民案を含めて、最後まで住民合意

ですすめるべきと主張しています。

き
抗
議
す
べ
き
」
と
主
張
し

ま
し
た
。
結
果
は
趣
旨
了
承
。

本
会
議
で
意
見
害
が
提
案
さ

れ
、
賛
成
四
、
反
対
吃
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

「
湘
風
会
」
と
「
公
明
党
」

は
質
疑
も
討
論
も
行
わ
ず
、

反
対
し
ま
し
た
。

■l爆音測宗同数 ’小
も
辻
堂
小
も
マ
ン
モ
ス
校
で

選
択
不
可
能
、
ま
た
利
用
可

能
な
用
地
が
な
い
と
の
こ
と
。

し
か
し
児
菫
の
安
全
は
最
優

先
課
題
。
学
区
見
直
し
と
移

転
を
含
め
て
住
民
と
相
談
す
べ

き
で
す
。

｜
就
一
避
鼬
咄
一
世

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

薑5月228ilO時~23日OIf30分までの測定剛
(10=7''テｼﾙ以上5洲上の腔音）

’新
学
習
指
導
要
領
の
改
訂

に
と
も
な
っ
て
小
学
校
で
は
旧

年
４
月
か
ら
中
学
校
で
は
旧
年

４
月
か
ら
、
道
徳
の
授
業
毎
正

式
の
教
科
」
に
格
上
げ
さ
れ
、

国
の
基
準
に
沿
っ
た
検
定
教
科

書
を
使
い
授
業
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

学
習
を
通
じ
て
身
に
つ
け
た

判
断
力
や
意
欲
、
態
度
と
い

う
人
間
の
内
面
に
か
か
わ
る
こ

と
が
評
価
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

道
徳
教
科
書
に
は
「
国
や
郷

土
を
愛
す
る
態
度
」
な
ど
、
新

学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
伯

～
並
項
目
を
す
べ
て
盛
り
込
む

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
質

疑
で
は
子
ど
も
た
ち
の
内
心
の

自
由
に
か
か
わ
る
重
大
な
問

I『
道
徳
の
教
科
化
』
は
ル
ー
ル
や
徳

目
の
押
し
つ
け
に
な
る
と
批
判
！

皇

主な請願・陳情についての各会派の態度 ○：賛成 －：当該委員なし反対×

委員会議案･請願･陳情，意見書の要旨

軍ジェット機の夜間飛行ﾖ||練に閨する意見書
(朧|櫛日本婦人の会力<提出､綱常任蘋会で趣旨ｱ承）

民｜公｜湘｜無自 結果共 市 市ク

k軍ジェ、
本会議 採択○××○×

×××××

○×××一

○××○×

○○ ○

所得税法56条廃止を求める請願
本会議 不採択○ ××

(燕|棚南駐商工会力鴨出､臘糒任馥会で不剛）

|｢共謀罪）去案」の廃止の陳情
（陳情はふじさわ9条の会が提出）

総務○ 不了承×
題
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
文
科
省

が
「
ル
ー
ル
や
徳
目
を
一
方
的

に
押
し
付
け
な
い
」
と
し
て
き

た
姿
勢
に
も
反
す
る
も
の
だ
と

厳
し
く
指
摘
し
ま
し
た
。

民
主
主
義
社
会
の
道
徳
は

憲
法
の
個
人
の
尊
厳
を
互
い

尊
重
す
る
こ
と
を
基
礎
に
お
い

て
、
子
ど
も
た
ち
自
身
が
自
ら

育
ん
で
い
く
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。
今
後
も
藤
沢
市
の
教
育

行
政
の
あ
り
方
を
厳
し
く
注
視

し
て
い
き
ま
す
。
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苦情

大和市

綾瀬市

藤沢市

茅ヶ崎市

横浜市

座間市

海老名市

町田市

206件

1 19件
57件

19件

15件

1 1件
3件

18件

F散

見台小学校

小学校

沢小学校

｣、学校ノ

小学校

21回

20回

18回

19回

13回
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